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次世代交通への戦略！

新  野根地区津波避難タワー設計費

 700万円

イルミネーションイベント　 200万円

津波から町民を守れ！

子育て世帯のみなさんへ

光り輝け、真冬の観光スポット！

DMV製作・甲浦駅ホーム改修設計

3750万円

地方交付税
14億2104万円
（48.0%）

依存財源

74％

自主
　財源
　　26％

財産収入
1393万円（0.5％）

使用料及び手数料
5842万円（2.0％）

分担金及び負担金
195万円（0.1%）

町税　1億6883万円
（5.7％）

交付金等
5686万円
（1.9％）

国庫支出金
2億191万円
（6.8％）

町債
3億2830万円
（11.1％）

歳　入

寄付金
1億円（3.4％）

繰入金
3億8700万円
（13.1％）

その他　
2638万円
（0.9％）

県支出金
1億9654万円
（6.6％）

衛生費
2億3765万円
（8.0%）

議会費
4695万円（1.6％）

教育費
1億8954万円

　　　　（6.4％）

歳　出

消防費
2億8839万円
（9.7％）

総務費
6億9016万円
（23.3％）

民生費
6億9148万円
（23.4％）

予備費　500万円（0.2％）

労働費　1万円（ー％）

農林水産業費
1億943万円
（3.7％）

商工費
6358万円
（2.1％）

土木費
2億6634万円
（9.0％）

災害復旧費
150万円
（0.1％） 公債費

3億7115万円
（12.5％）

前
年
度
対
比

　

前
年
度
よ
り
１
億
１
５

１
４
万
円
減
、
前
年
度
と

比
較
し
て
３
・
７
％
の
減

額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

入

る

お

金

　

財
源
の
74
％
は
国
の
地

方
交
付
税
な
ど
に
依
存
し
、

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は

26
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
１
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

使

う

お

金

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
度
事
業
の
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
建
設
費
の
減
で

27
・
８
％
減
、
人
件
費
は
、

新
規
採
用
職
員
に
よ
り

９
・
３
％
増
、
物
件
費
・

扶
助
費
・
維
持
補
修
費
・

公
債
費
は
、
前
年
度
並
み
、

他
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

５
・
３
％
減
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
な
ど
の
補

助
費
等
は
、
２
・
６
％
の

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住宅耐震化関連事業補助金 

１億275万円計上！

子育て世帯への支援策を継続。

全会計予算総額47億8034万円
会　　計　　名 平成30年度 平成29年度 比　較 伸　率

一　　　般　　　会　　　計 29億6116万円 30億7630万円 ▲1億1514万円 ▲3.7%

特　

別　

会　

計

住宅新築資金等貸付事業 3億6万円 3億1190万円 ▲1184万円 ▲308.0%

国民健康保険事業 5億23万円 6億8650万円 ▲1億8627万円 ▲27.1%

介護保険事業 5億9290万円 5億6370万円 2920万円 5.2%

介護サービス事業 1483万円 1490万円 ▲7万円 ▲0.4%

下水道事業 1億7493万円 1億2520万円 4973万円 39.6%

簡易水道事業 1億2691万円 1億670万円 2021万円 18.9%

観光施設事業 6508万円 6490万円 18万円 0.3%

後期高齢者医療保険事業 4425万円 4560万円 ▲135万円 ▲2.9%

総　　　　　　　　額 47億8034万円 49億9570万円 ▲2億1536万円 ▲1.3%

※金額は１万円未満を四捨五入しているため、各会計予算額の合計と総額は合致しない。

入るお金 使うお金

30年度一般会計予算可決

※写真は、野根地区第１津波避難タワー

※ＤＭＶ

（線路も陸路も走ることのできる車両）

支　援　名　称 内　　　　　　　　容 担当課

児童用安全ヘルメット支給 小学校就学時に、自転車用ヘルメットを支給する。 総務課
29−3111チャイルドシート購入助成金 購入金額の 1/2 を補助する。（上限 1 万５千円）

出産子育て支援金 第１子20万円、第２子30万円、第３子以降50万円を支給する。

住民課

29−3394

乳幼児・生徒医療助成金 中学卒業の３月末までの医療費を助成する。

保育料無料 町内保育所の保育料を免除し、実質無料とする。

妊婦検診通院費補助 通院に要する交通費を支給する。（往復 200㎞以内・14 回限度）

出産日前後の宿泊費補助 １泊７千円以内を補助する。（２泊を限度）

不妊治療費等助成事業
夫婦どちらでも治療費、交通費、宿泊費の一部を助成する。（回

数制限・上限金額あり）

子ども子育て世帯入学支援金
小中高校進学時に10万円、大学・専門学校等進学時に20万円

支給する。

教育委員会

29−3037
ふるさと創生育英資金貸付金

大学・専門学校等進学時に80万円（専攻科は30万円）を上限に

無利子で貸付け、卒業後１年据え置いて10年以内に償還する。

学校給食費補助金 町内の小中学生の給食費の８割を補助する。

※助成や支援を受けるための要件や対象経費がありますので、詳しくは、各課へお気軽にお問い合わせください。
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30
年
度
当
初
予
算  

集
中
質
疑
と
議
会
人
討
論

※
主
な
質
疑
・
答
弁
の
み
掲
載

一
般
会
計
（
全
員
賛
成
）

問　

町
有
野
積
場
使
用
料
60
万

円
に
つ
い
て
、
甲
浦
未
来
会
が

管
理
す
る
公
園
は
無
料
で
貸
出

し
て
い
る
が
、
使
用
料
を
徴
収

す
る
考
え
は
あ
る
か
、
ま
た
、

管
理
を
徹
底
さ
せ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

２
年
ほ
ど
前
に
、
甲
浦
未

来
会
か
ら
は
、
更
地
に
し
て
戻

す
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
公

園
建
設
に
至
っ
た
寄
付
者
の
同

意
も
い
る
と
い
う
連
絡
後
、
返

事
は
な
い
。
今
年
度
、
申
請
手

続
き
を
進
め
る
。

問　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
促
進
事
業
３

７
５
０
万
円
の
使
途
は
。

答　

車
両
の
製
作
と

甲
浦
駅
舎
の
改
修
に

着
手
す
る
。

問　

野
根
川
再
生
計

画
委
託
料
２
０
０
０

万
円
の
計
画
内
容
は
。

答　

３
年
目
を
迎
え
る
野
根
川

振
興
計
画
で
あ
る
が
、
鮎
量
の

増
加
を
基
本
に
、
リ
バ
ー
ウ
ォ

ー
ク
の
宣
伝
や
急
速
冷
蔵
庫
に

鮎
を
ス
ト
ッ
ク
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
な
ど
の
活
用
を

目
指
す
計
画
で
あ
る
。

問　

出
産
奨
励
金

290
万
円
の
説

明
を
求
め
る
。

答　

第
１
子
20
万
円
、
第
２
子

30
万
円
、
第
３
子
以
降
50
万
円

を
交
付
し
、
10
名
を
見
込
む
。

問　

芸
東
衛
生
組
合
負
担
金
６

０
８
０
万
円
の
説
明
を
求
め
る
。

答　

焼
却
施
設
を
取
壊
し
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
建
設
す
る
。

問　

環
境
制
御
技
術
普
及
促
進

事
業
費
補
助
金

370
万
円
の
説
明

を
求
め
る
。

答　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
一

酸
化
炭
素
を
排
出
し
、
作
物
が

育
ち
や
す
い
環
境
に
調
整
す
る

問　

橋
橋
梁
補
修
及
び
耐
震
補

強
工
事
３
２
０
０
万
円
の
場
所

は
。

答　

甲
浦
地
区
は
、
王
子
田
橋
・

小
池
小
橋
・
髙
良
橋
、
野
根
地

区
は
、
鏡
田
橋
・
浦
１
号
橋
を

計
画
し
て
い
る
。

問　

野
根
地
区
津
波
避
難
タ

ワ
ー
設
計
委
託
費

700
万
円
の
建

設
予
定
地
は
。

答　

東
町
地
区
集
会
所
付
近
の

町
有
地
と
隣
接
す
る
土
地
を
購

入
し
、
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　

児
童
・
生
徒
・

学
生
等
入
学
支
援

金
690
万
円
の
説
明

を
求
め
る
。

答　

小
中
高
校
進

学
時
に
10
万
円
、

大
学
・
専
門
学
校

等
進
学
時
に
20
万

円
支
給
す
る
。
小

学
生
９
名
、
中
学

生
８
名
、
高
校
生

18
名
、
大
学
・
専

門
学
校
生
17
名
分

の
費
用
で
あ
る
。

甲浦未来会が管理する公園

装
置
を
導
入
す
る
補
助
金
で
、

生
産
者
４
件
分
の
費
用
で
あ
る
。

問　

商
工
持
続
発
展
支
援
事
業

補
助
金

500
万
円
の
説
明
を
求
め

る
。

答　

１
件

100
万
円
で
、
５
件
分

の
費
用
で
あ
る
。

特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

会
計 

（
全
員
賛
成
）

問　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
助

成
事
業
県
補
助
金
１
５
６
２
万

７
千
円
の
説
明
を
求
め
る
。

答　

滞
納
整
理
の
た
め
の
強
制

執
行
や
督
促
等
に
か
か
る
費
用

へ
の
補
助
金
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
会
計

（
全
員
賛
成
）

問　

国
保
運
営
協
議
会
委
員
報

酬
10
万
２
千
円
の
委
員
構
成
は
。

答　

医
療
関
係
者
３
名
、
公
益

関
係
者
３
名
、
一
般
３
名
の
９

名
で
組
織
し
て
い
る
。

介
護
保
険
会
計（

全
員
賛
成
）

問　

介
護
保
険
さ
が
せ
る
ネ
ッ

ト
利
用
料
２
万
６
千
円
の
説
明

を
求
め
る
。

答　

第
一
法
規
出
版
が
管
理
す

る
介
護
保
険
制
度
の
シ
ス
テ
ム 野根川リバーウォーク

環境制御技術を導入したナス栽培例

利
用
料
で
あ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
会
計

（
全
員
賛
成
）

問　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
収
入

720
万
円
に
つ
い
て
利

用
者
数
は
。

答　

障
が
い
者
１
名
を
含
む
17

名
が
利
用
し
て
い
る
。

下
水
道
会
計

（
全
員
賛
成
）

問　

経
営
戦
略
策
定
委
託
料

265

万
７
千
円
の
説
明
を
求
め
る
。

答　

公
営
企
業
会
計
は
、
32
年

度
ま
で
に
経
営
戦
略
に
つ
い
て

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。

簡
易
水
道
会
計（

全
員
賛
成
）

問　

河
内
川
の
旧
甲
浦
取
水
施

設
取
壊
工
事

150
万
円
の
着
工
時

期
は
。

答　

渇
水
期
の
11
月
か
ら
２
月

を
予
定
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

会
計 

（
全
員
賛
成
）

観
光
施
設
会
計（

全
員
賛
成
）

問　

生
見
駐
車
場
使
用
料
１
０

８
８
万
円
の
駐
車
台
数
の
見
込

み
は
。

答　

１
万
７
千
台
を
見
込
ん
で

い
る
。

（
賛
成
討
論

福
島　

登
議
員
）

　

地
方
交
付
税
の
減
額
を

見
込
む
厳
し
い
予
算
状
況

で
、
防
災
減
災
対
策
へ
の

重
点
配
分
や
地
方
創
生
事

業
を
積
極
的
に
取
入
れ
、

と
り
わ
け
、
在
宅
介
護
手

当
の
予
算
を
手
厚
く
す
る

な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
と
い
え
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

ひび割れがある小池小橋

※点検の結果、通行には支障なし。

役場前の中央駐車場へ整備

されたシャワー施設

東洋町議会だより　141号 4東洋町議会だより　141号5



高
規
格
道
路
に
関
す

る
都
市
計
画
決
定

　

阿
南
・
安
芸
自
動
車
道
牟
岐

～
野
根
間
の
海
部
道
路
約
27
㎞

は
、
２
月
20
日
に
、
国
土
交
通

省
よ
り
高
知
県
へ
都
市
計
画
決

定
要
請
図
書
の
手
交
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
要
請
に
は
、
牟
岐

～
野
根
間
の
う
ち
（
仮
称
）
東

洋
中
央
線
の
甲

浦
～
野
根
間
の

詳
細
ル
ー
ト
案

や
本
年
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案
な
ど

が
示
さ
れ
、
甲

浦
地
区
が
都
市

計
画
区
域
の
た

め
、
10
月
開
催

予
定
の
高
知
県

都
市
計
画
審
議

会
に
向
け
た
手

続
き
を
進
め
、

11
月
下
旬
に
は

国
土
交
通
大
臣

の
同
意
、
12
月

下
旬
頃
の
政
府

予
算
案
ま
で
に

都
市
計
画
決
定

を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

松延　宏幸 町長

平
成
30
年　

東
洋
町
議
会

（
要
旨
）

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

　

主
に
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
を
指
定
す
る
権
限
が
町

と
な
り
、
人
員
や
運
営
な
ど

の
基
準
を
定
め
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

町
立
保
育
所
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

主
に
、
入
所
の
承
認
内
容

を
改
正
す
る
。
（
全
員
賛
成
）

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
に
関
す
る
事

項
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

主
に
、
訪
問
介
護
員
等
の

資
格
は
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
過
程
修
了
者
と
す
る
な

ど
に
改
正
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例

　

主
に
、
後
期
に
加
入
し
た

場
合
も
国
保
同
様
に
、
住
所

地
特
例
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

改
正
す
る
。 

（
全
員
賛
成
）

阿
佐
海
岸
鉄
道
株
式
会
社
等

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例

　

主
に
、
阿
佐
海
岸
鉄
道
㈱

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
を
5
年
間
延
長
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

条
例
制
定

条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

主
に
、
保
険
料
が
、
平
均

世
帯
で
年
額
６
１
０
０
円
の

引
上
げ
と
な
り
、
納
期
を
10

期
か
ら
8
期
へ
と
改
正
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
条
例

　

主
に
、
町
が
設
置
す
る
協

議
会
の
名
称
を
改
正
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
条
例

　

主
に
、
3
年
ご
と
の
保
険

料
の
見
直
し
で
、
第
5
段
階

の
年
額
２
２
５
０
円
の
引
上

げ
を
も
と
に
、
第
1
か
ら
第

8
段
階
の
保
険
料
を
改
正
す

る
。 

（
全
員
賛
成
）

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に

関
す
る
事
項
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

こ
ん
な
こ
と
を
　
　
め
ま
し
た
！

決
問

町
民
へ
の
税
率
や

納
期
の
変
更
の
周

知
方
法
は
。

問1

課
税
免
除
を
受
け
る

団
体
は
、
他
に
も
あ

る
の
か
。

問1

保
険
料
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
決
め
る
の

か
。

問2

保
険
料
を
決
め
る
所

得
段
階
の
第
１
か
ら

第
８
段
階
の
な
か
で
、
町

民
の
多
く
が
該
当
す
る
段

階
は
ど
こ
か
。

問2

Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
関
係
で
、

車
両
等
の
資
産
が
増

大
す
る
が
、
そ
れ
も
含
め

て
の
課
税
免
除
か
。

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

答

広
報
と
う
よ
う
２
月

号
で
、
４
月
か
ら
国

保
制
度
が
変
わ
り
、
県
が

国
保
運
営
の
責
任
主
体
と

な
る
た
め
、
国
保
税
の
引

上
げ
も
含
め
て
協
議
し
て

い
る
と
の
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。
４
月
号
で
は
、

町
民
に
分
か
り
や
す
い
内

容
で
周
知
し
た
い
。

答1

阿
佐
東
線
連
絡
協

議
会
に
も
適
用
さ

れ
る
。

答1

３
年
ご
と
に
見
直

し
、
前
年
の
個
人

や
世
帯
の
所
得
に
よ
っ

て
決
め
て
い
る
。

答2

同
社
が
所
有
す
る

償
却
資
産
と
な
れ

ば
、
課
税
免
除
の
対
象

資
産
と
な
る
。

一
般
会
計
当
初
予
算

　

28
年
度
国
勢
調
査
に
よ
る
人

口
減
少
へ
の
影
響
を
受
け
、
普

通
交
付
税
の
見
込
総
額
は
前
年

度
５
千
万
円
減
、
30
年
度
は
、

さ
ら
に
３
６
０
０
万
円
の
減
額

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
一
般
会

計
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

３
・
７
％
減
、
29
億
６
１
１
６

万
２
千
円
で
、
防
災
減
災
対
策

が
主
要
事
業
と
し
て
、
木
造
住

宅
耐
震
関
連
予
算
に
約
１
億
円

計
上
し
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
策
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
会
計
　

　

赤
字
会
計
の
本
会
計
は
、
毎

年
度
３
億
円
以
上
の
赤
字
額
で

し
た
が
、
30
年
度
予
算
で
は
、

や
っ
と
３
億
円
を
切
り
、
２
億

９
５
０
０
万
円
ま
で
圧
縮
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

長
期
間
、
町
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
本
会
計
の
貸
付
金
の
回

収
と
整
理
に
は
、
法
的
措
置
も

加
え
、
さ
ら
に
、
滞
納
債
権
の

縮
減
強
化
を
図
る
た
め
、
県
補

助
金
１
５
０
０
万
円
余
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
運
営
主
体
は
、
町
か
ら
県

へ
移
行
す
る
な
か
、
２
月
1
日

に
、
納
付
金
額
、
標
準
保
険
料

率
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
保
険
税
率
の
引

上
げ
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
判

断
し
て
お
り
、
医
療
費
の
動
向

や
被
保
険
者
数
の
推
移
を
勘
案

し
、
国
の
激
変
緩
和
措
置
の
あ

る
期
間
内
に
、
保
険
税
率
な
ど

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
長
年

据
え
置
い
た
保
険
税
率
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
て
ん
を

改
め
、
国
保
会
計
の
赤
字
解
消

計
画
に
も
取
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

答2

第
１
段
階
の

548
名
で
、

全
体
の
41
％
を
占
め
、

年
額
１
０
１
０
円
増
で
、

月
額
で
は
、
３
２
４
６
円

か
ら
３
３
３
０
円
と
な
り

84
円
の
負
担
増
と
な
る
。

牟岐町

東洋町

海陽町

阿南安芸自動車道　海部道路（牟岐→野根）
四国地方整備局資料より

町
長
行
政
報
告

第
１
回
定
例
会
◇
３
月
議
会
◇
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着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
等
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

主
に
、
法
改
正
に
伴
う
認

知
症
の
適
用
条
項
を
改
正
す

る
。 

（
全
員
賛
成
）

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者

の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

主
に
、
指
定
介
護
予
防
支

援
事
業
者
の
連
携
先
に
、
指

定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
を

追
加
す
る
た
め
に
改
正
す

る
。 

（
全
員
賛
成
）

一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

主
に
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

助
成
事
業
費
を
増
額
し
、
芸
東

衛
生
組
合
や
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
な
ど
の
負
担
金
を

減
額
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
第
２
号
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予
算

を
増
額
し
、
専
決
処
分
し
た
。

 

（
全
員
承
認
）

介
護
保
険
事
業
（
第
３
号
）

　

主
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な

ど
の
給
付
実
績
に
基
づ
い
た

各
サ
ー
ビ
ス
費
を
増
額
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

教
職
員
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　

老
朽
化
で
取
壊
し
た
河
内

地
区
教
員
住
宅
2
棟
を
、
条

例
か
ら
除
い
た
も
の
に
改
正

す
る
。 

（
全
員
賛
成
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
（
野
根
水
産
冷
蔵

施
設
）

　

町
有
の
野
根
水
産
冷
蔵
施

設
の
管
理
に
、
野
根
漁
協
を

指
定
管
理
者
と
し
て
協
定
す

る
。 

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
２

号
）

　

予
算
総
額
は
変
わ
ら
ず
、

歳
出
予
算
内
で
組
替
え
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

財　
　

産

専
決
処
分
予
算

29
年
度
補
正
予
算

そ

の

他

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
請
負
契
約
の
請
負
金
額
等

の
変
更

　

工
期
を
３
月
20
日
か
ら
６

月
28
日
に
延
長
、
屋
上
の
防

水
対
策
の
施
工
方
法
変
更
の

た
め
、

383
万

760
円
増
額
し
、

総
工
費
２
億
４
千

251
万

760
円

と
す
る
。 

（
全
員
賛
成
）庁舎横に、防災センター建設中

問

野
根
漁
協
が
指
定

管
理
を
受
け
る
た

め
の
計
画
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

問

29
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
見
込
み

を
聞
く
。

議
案
質
疑

議
案
質
疑

答

小
型
の
魚
が
大
量
に

捕
れ
た
時
は
値
崩
れ

し
な
い
範
囲
で
販
売
し
、

残
っ
た
魚
は
冷
凍
庫
で
保

管
し
て
、
養
殖
用
の
エ
サ

と
し
て
養
殖
業
者
等
に
販

売
す
る
な
ど
、
水
揚
げ
金

額
の
増
加
を
図
っ
て
い
く

計
画
内
容
で
あ
る
。

答

３
月
14
日
現
在
で
、

約
９
５
３
０
万
円
、

１
万
１
１
６
０
件
で
、

実
績
金
額
は
９
８
０
０

万
円
を
見
込
む
。

下
水
道
事
業
（
第
３
号
）

　

水
処
理
施
設
等
改
修
工
事

費
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
。 

（
全
員
賛
成
）

監査委員チェック!!
最小の経費で

最大の効果を！

２月８日に、定期監査を実施しました。（主な内容を掲載）

この貸付制度の内容は？監
査
委
員

施設の管理状況は、どうです

か？

監
査
委
員

連帯保証人に支払督促の手続き

を行うなど、貸付金償還の完済

に努めてください。

監
査
委
員

町内外を問わず、近隣市町も含

めた社会体育の交流拠点として

取組み、利用者増を目指して欲

しい。

監
査
委
員

償還状況は、どうですか？監
査
委
員

ここ数年の活用状況は？監
査
委
員

担
当
者

これまで、大学生や専門学校生

の進学時に、60万円から80万

円を上限に無利子で貸付けて、

卒業後１年据え置いて、10年以

内に償還することになっていま

す。

担
当
者

28年度までは横ばい傾向でし

たが、29年度からはサーフィ

ンスクールで利用され、上昇傾

向にあります。

担
当
者

体育館の雨漏り９箇所を確認し

ていますが、３月までに修繕を

予定しています。担
当
者

３件分124万５千円が、長期

に渡り滞納しています。

B&G海洋センターの

活用状況と施設管理

ふるさと創生育英資金の

貸付と償還状況

平成29年度　補正予算

会計名 補正額 補正後の額

一 般 会 計 8188万円 33億3746万円

介護保険事業特別会計 2629万円 6億603万円

※補正額は、専決処分予算と補正予算の合計

簡
易
水
道
事
業
（
第
３
号
）

　

予
算
総
額
は
変
わ
ら
ず
、

過
疎
対
策
事
業
債
か
ら
簡
易

水
道
事
業
債
へ
予
算
を
組
替

え
る
。 

（
全
員
賛
成
）

Ｂ＆Ｇ海洋センター 雨漏り箇所を確認する監査委員

特
別
会
計
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2. 田島毅三夫議員に辞職勧告決議　全会一致可決

1. 本町議会、全国町村議会議長会からの優良表彰受賞のご報告

　本表彰は、28年度の議会基本条例と議

員政治倫理条例の制定、地域意見交換会の

開催、町への政策提言などの活動が評価さ

れ、県町村議会議長会の推薦を受け、２月

８日に全国927町村議会中、26町村議会

が表彰を受け、その一議会として選ばれま

したことを町民の皆さま方へご報告いたし

ます。 表彰伝達式で、川村雅士会長から表彰を受ける西岡尚宏議長

7. 全国表彰祝賀会の開催

　３月25日㈰、本町議会主催の全国表彰祝

賀会を開催し、来賓として、松延宏幸町長を

はじめ、中谷元衆議院議員、弘田兼一県議会

議員ほか、各種団体の代表者など22名参加

のもと、西岡尚宏議長から受賞に至った経緯

を報告しました。

　全国表彰を糧に、町民の信頼にこたえられ

る議会運営を目指して参りますので、今後と

も、ご指導、ご鞭撻のほどお願いします。 全国表彰祝賀会

〇表彰理由は、聞いたところによると、一つ目に、東洋町議会は独自で議会広報を発行している、

二つ目に、町倫理条例を制定し、三つ目に、町基本条例を制定して全国に模範を示した。よっ

て、表彰をすることになったと聞いている。

〇議会広報の独自発行も各種条例の制定も、制定が目的ではなく、そのことによって、議員及び議

会がその法を規範として互いに切磋琢磨して、行政チェック、住民福祉及び町発展に挺身し、公

僕としての責務を十分に果たさなければならないというのが、制定の目的のはずである。

〇しかし、本町議会は、あろうことか、行政及び議会の公金不正疑惑や公務の不当性を質し、議員

本分・・・質問を中止して・・・。

〇今や東洋町議会は、全県民知らぬ者はない、悪名高い議会となっている。

『東洋町議会は、全県民知らぬ者はない、悪名高い議会となっている。』

②田島毅三夫議員の弁明 

〇本町議会の議会活動が評価され、県町村議会議長会から全国表彰推薦を受けた。

〇しかし、田島議員は、この表彰を阻止しようと、県町村議会議長会及び全国町村議会議長会に、

表彰推薦を取下げるよう働きかけ、県町村議会議長会には、２月１日、２日、５日と３日間も

電話を入れ、１日に数回かける時もあり、長い時には通話が１時間半にもおよんだ。

〇２月27日の議員全員協議会で、田島議員に謝罪を求めたが拒否した。

〇町全体で歓迎すべき表彰を阻止しようとした一連の言動は、町民の信頼を著しく失墜させ、極め

て重大な問題であり、県町村議会議長会及び全国町村議会議長会担当者への職務妨害ともとれ

る言動で許されるものではない。

『田島毅三夫議員は、県や国の議長会に対し、全国表彰推薦を取下げるよう働きかけた。』

①福島　登議員提出理由

　田島議員の弁明中、議会会議規則第54条に規定する「議題外の発言」があり、議長が注意しても、

なお、発言を繰り返したことで、弁明途中に、議長から地方自治法第129条の規定による「本日の

会議が終わるまで発言禁止命令」が下された。

③弁明中の田島毅三夫議員に発言禁止命令 

4. 田島毅三夫議員に「３日間の出席停止」の懲罰を科す

　田島議員は、本会議中に議会会議規則第54条の発言内容の制限、第104条の議事妨害の禁止、

第102条の品位の尊重に著しく違反したとして、今宮裕明議員ほか賛成者６名の連名で、田島議員

に対する懲罰動議が提出され、髙畠俊彦議員から「議長制止に対して、身勝手な発言を繰り返すな

ど､ 議会における発言や行動は目に余るものがある。」として懲罰動議に賛成討論し、審議・採決

の結果、地方自治法第135条により、３月７日、８日、15日の３日間の出席停止の懲罰を科すこ

とに全会一致で可決した。田島議員は、議場外退去を命じられていたため、弁明はできなかった。

〇議長に対し、田島議員から「違法、不当な退場及び出席禁止の議員処分に対して、行政不服審査

法第３条及び地方自治法第133条の侮辱を併せた法の趣旨にそって異議を申し立て、処分の撤回

を要求する。」として、３月12日付けで提出があった。

〇しかし、この申立書は、法令に基づく正規の手続きではなく、正当な理由がないのは明らかであ

り、また、事実に基づかない内容が書かれており、到底、議会で審議するには至らない。

〇田島議員は、自身に不都合なことが起こるたび、常に、このような手法をもって、町長や議長に

対し、法的根拠のない文書を提出し、役場や議会を混乱させているが、法的根拠のない、請求権

のない請求は、東洋町議会としては、一切受理しない。

田島毅三夫議員提出の「議会処分への異議及び取消申立書」の取扱いについて報告する。 

5.議長報告『法的根拠のない、請求権のない請求は、一切受理しない。』

　提出者の小松熈議員から「一部議会議員によって、他の機関への不当な働きかけや法令、条例等

に基づかない言動が繰り返されることは、議会の品位を汚し、また、その権威及び町民の信頼を著

しく失墜させ、議会の円滑な運営を阻害するものでしかなく、厳に慎むべきである。」として、本

町議会の品位を保持するために、町民の代表機関として、ふさわしい行動をする内容の決議を全会

一致で可決した。

6.東洋町議会の品位保持に関する決議

　議長から発言禁止命令が下されても、なお、議場内で勝手な発言をしたため、議長から地方自治法

第 129 条の規定により「本日の会議が終わるまで議場外退去命令」が下された。

3. 田島毅三夫議員に議場外への退去命令

　平山照生議員から「独断で議長会に働きかけ、西岡議長が、議長会に謝罪することになるなど、やり

たい放題を行っている。」、武山裕一議員からは、「表彰授与を阻止しようとした一連の言動は、許しが

たい極めて重大な問題である。」として、辞職勧告決議案に賛同した。

④田島議員辞職勧告決議への２氏賛成討論 
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議会人の行政チェック！ 一般質問

効
果
を
一
過
性
の
も
の
に
し
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。

持
続
さ
せ
る
組
織
を
作
ら
な
い
か
。

阿
佐
東
線
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
計
画

松
延 

宏
幸　

町
長小松　熈 議員

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

あ
わ
せ
て
、
阿
佐
海
岸
鉄
道

へ
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ュ
ア
ル
・

モ
ー
ド
・
ビ
ー
グ
ル
）
導
入

計
画
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の

よ
う
に
取
組
む
の
か
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
世
界
初
の
試

み
で
あ
り
、
当
初
は
、
マ
ス

コ
ミ
及
び
世
界
中
よ
り
来
町

者
が
来
る
と
思
う
が
、
持
続

さ
せ
る
た
め
の
組
織
を
作
る

気
は
な
い
か
聞
く
。

町
長　

幹
事
会
や
協
議
会
で

も
活
性
化
策
、
活
用
策
な
ど
、

導
入
計
画
と
同
様
に
、
並
行

し
て
議
論
を
し
て
い
る
。

　

計
画
の
進
捗
状
況
と
も
関

連
を
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
海
陽
町
と
も
連
携
し

た
取
組
み
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

持
続
可
能
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
詰

め
て
い
な
い
が
、
効
果
を
一

過
性
の
も
の
に
し
な
い
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

を
継
続
的
に
実
施
し
、
導
入

を
期
待
し
て
い
る
他
の
線
区

な
ど
に
、
車
両
を
貸
出
す
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

問　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
が
、
阿
佐
海
岸

鉄
道
に
導
入
さ
れ
れ
ば
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
東
洋

町
は
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
よ

う
な
も
の
だ
と
思
う
。

　

韓
国
で
の
冬
季
平
晶
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
世
界
中
の
人
々
が

金
・
銀
・
銅
の
メ
ダ
ル
に
、

一
喜
一
憂
し
た
の
を
皆
さ
ん

の
記
憶
に
新
し
い
と
思
う
。

　

た
だ
こ
れ
が
、
１
年
、
２

年
、
３
年
と
経
つ
に
つ
れ
て
、

記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く

と
考
え
る
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
巻
き
込
む
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
を
町
中
で
考
え
る

組
織
を
作
る
考
え
は
な
い
か

聞
く
。

町
長　

進
捗
状
況
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
よ
う
な
状
況

に
あ
る
た
め
、
多
く
は
答
え

ら
れ
な
い
が
、
各
議
員
の
皆

さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
指
導

を
お
願
い
し
た
い
。

甲浦駅に停車する試乗運転中のＤＭＶ

議会人の行政チェック！ 一般質問

信
頼
で
き
る
具
体
的
な
話
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

運
営
の
自
立
の
考
え
は
な
い
か
。

海
の
駅
東
洋
町
の
運
営

松
延 

宏
幸　

町
長平山　照生 議員

問　

海
の
駅
は
、
起
業
か
ら

ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
経
過

し
て
い
る
か
。

産
業
建
設
課
長　

19
年
12
月

30
日
に
プ
レ
ハ
ブ
を
リ
ー
ス

し
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
し
て

い
る
。
20
年
度
に
は
海
の
駅

を
新
設
し
、
21
年
４
月
か
ら

本
格
的
に
営
業
を
開
始
し
て

い
る
。
21
年
度
か
ら
は
、
㈱

東
洋
リ
ボ
ル
ト
へ
指
定
管
理

を
行
い
、
24
年
７
月
26
日
の

火
災
に
よ
る
焼
失
ま
で
、
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

　

26
年
１
月
に
再
建
し
て
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
町

直
営
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
。

　

試
験
営
業
か
ら
約
10
年
を

経
過
し
て
い
る
が
、
焼
失
後

か
ら
再
建
ま
で
の
約
１
年
半

は
、
営
業
を
中
断
し
て
い
る
。

問　

直
近
の
１
年
分
で
、
全

売
上
か
ら
全
経
費
を
勘
案
し

た
利
益
は
い
く
ら
あ
る
か
聞

く
。

産
業
建
設
課
長　

28
年
度
の

海
の
駅
収
支
状
況
で
は
、
収

入
は
、
物
販
売
上
１
億
５
千

663
万
５
２
７
４
円
に
対
し
、

手
数
料
を
差
引
い
た
合
計
は

買い物客で賑わう海の駅東洋町

H28海の駅東洋町月別売上 ４
６
７
６
万
８
４
４
３
円
と

な
り
、
支
出
で
は
、
賃
金
、

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の

経
費
合
計
３
９
３
５
万
６
４

１
２
円
で
あ
る
。

　

収
入
額
か
ら
支
出
額
を
差

引
く
と
、

741
万
２
０
３
１
円

の
黒
字
で
あ
る
が
、
消
費
税

や
担
当
職
員
１
名
分
の
給
料
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
分

の
報
酬
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問　

海
の
駅
の
自
立
の
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

企
業
経
営
で
、
利
益

と
効
率
だ
け
を
求
め
る
民
間

運
営
が
理
想
と
い
う
認
識
も

あ
る
が
、
海
の
駅
は
、
地
域

に
密
着
し
て
、
地
場
産
品
の

売
上
が
雇
用
に
つ
な
が
り
、

雇
用
の
確
保
、
あ
る
い
は
、

地
元
商
店
と
の
共
存
と
い
う

こ
と
も
目
指
し
て
い
る
た
め
、

単
に
儲
け
れ
ば
良
い
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
売
上
も
あ

る
一
定
の
限
界
ま
で
き
て
い

る
と
い
う
感
じ
も
あ
る
。

　

今
後
、
利
益
と
効
率
だ
け

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
地

域
に
密
着
で
き
る
経
営
主
体
、

信
頼
で
き
る
具
体
的
な
話
な

ど
が
あ
れ
ば
、
町
の
条
件
な

ど
も
提
示
し
、
町
営
か
ら
切

り
離
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
、
検
討
し
た
い
。
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議会人の行政チェック！ 一般質問

28
年
度
は
４
組
11
名
で
あ
る
。

避
難
所
17
カ
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
中
で
あ
る
。

移
住
・
定
住
対
策
の
実
績
は
。

避
難
所
運
営
の
取
り
組
み
は
。

政
策
提
言
の
取
組
状
況
（
人
口
減
少
対
策
）

政
策
提
言
の
取
組
状
況
（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
）

大
坪 

靖
幸　

総
務
課
長

大
坪 

靖
幸　

総
務
課
長

福島　登 議員

問　

移
住
促
進
相
談
員
の
配

置
や
移
住
、
定
住
対
策
の
取

組
み
を
聞
く
。

総
務
課
長　

移
住
促
進
相
談

員
は
未
配
置
だ
が
、
地
域
移

住
サ
ポ
ー
タ
ー
２
名
を
配
置

し
、
空
き
家
や
仕
事
の
情
報

収
集
を
協
力
で
き
る
体
制
で

あ
る
。

　

移
住
の
相
談
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
、

移
住
促
進
相
談
員
の
確
保
に

向
け
て
取
組
み
た
い
。

問　

移
住
相
談
が
増
え
て
い

る
と
い
う
が
、
相
談
件
数
と

移
住
件
数
を
聞
く
。

総
務
課
長　

28
年
度
の
移
住

相
談
は
22
件
、
移
住
へ
の
つ

な
が
り
は
４
組
11
名
で
、
高

知
暮
ら
し
フ
ェ
ア
大
阪
会
場

で
は
相
談
件
数
が
16
組
の
21

名
で
あ
っ
た
。

　

29
年
度
の
移
住
相
談
は
45

件
、
移
住
へ
の
つ
な
が
り
は

２
組
２
名
で
、
高
知
暮
ら
し

フ
ェ
ア
６
月
の
大
阪
会
場
で

相
談
者
12
名
、
東
京
会
場
で

相
談
者
18
名
、
12
月
の
大
阪

会
場
で
は
相
談
者
４
名
で
あ

っ
た
。

移住相談会「高知暮らしフェア」

　

世
界
初
の
営
業
運
転
と
な
る

阿
佐
東
線
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
２
０

２
０
年
の
運
行
開
始
に
向
け
、

本
町
も
含
む
関
係
自
治
体
で
、

必
要
経
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
の
目
的
を
①
地

域
活
性
化
②
地
域
公
共
交
通
の

維
持
・
充
実
③
防
災
面
の
強
化

の
３
つ
を
挙
げ
、
い
ず
れ
も
過

疎
化
が
進
む
地
域
の
課
題
解
決

に
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
付
け
、

特
に
注
目
し
た
い
点
は
、
①
の

な
か
に
「
車
両
自
体
が
観
光
資

源
に
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
観
光
資
源
を
新
た
な
人

の
流
れ
に
結
び
付
け
、
沿
線
地

域
の
活
性
化
に
活
か
せ
る
か
ど

う
か
は
、
日
本
中
い
や
世
界
中

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
ど
う
受

入
れ
、
も
て
な
す
か
、
沿
線
地

域
の
取
組
み
次
第
で
あ
る
。

　

本
町
議
会
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
活

用
策
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
に

提
言
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
地
域
を
挙
げ
た
真
剣
な

取
組
み
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
。 編

集

後

記

議会を傍聴しませんか？
　議会の定例会は、どなたでもご覧になることができます。

ぜひ、役場２階の議場へお越しください。

次回：平成30年第２回定例会（６月）

※ＩＰ告知端末４chで生中継しています。 議場

議

会

の

動

き

１
月

３
日 

東
洋
町
成
人
式 

５
日 

東
洋
町
消
防
出
初
式 

12
日 

広
報
編
集
委
員
会 

16
日 

東
洋
町
議
会
議
員
選
挙
告
示

（
無
投
票
確
定
）

17
日 

阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
促
進
勉
強
会 

（
田
野
町
）

22
日 

新
議
員
懇
談
会
（
初
議
会
打
ち
合
わ
せ
）

30
日 

30
年
第
１
回
臨
時
会
（
初
議
会
） 

 

議
員
全
員
協
議
会 

２
月

９
日 

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会 

（
高
知
市
）

20
日 

芸
東
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

（
室
戸
市
）

22
日 

県
町
村
議
会
議
長
第
69
回
定
期
総
会（

高
知
市
）

 

県
町
村
長
・
町
村
議
長
大
会 

27
日 

議
員
全
員
協
議
会 

３
月

２
日 

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
定

例
会
（
安
芸
市
）

５
日 

議
会
運
営
委
員
会 

７
日
～
15
日

 

30
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
） 

７
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
２
回
） 

８
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会 

10
日　

議
会
運
営
委
員
会 

11
日　

町
内
中
学
校
卒
業
式

21
日　

甲
浦
・
生
見
地
区
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

22
日　

町
内
小
学
校
卒
業
式

22
日 

ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議
会
総

会 

（
安
芸
市
）

27
日 

安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
組
合
議
会
定
例
会 

（
奈
半
利
町
）

27
日　

町
内
保
育
園
卒
園
式

問　

避
難
所
の
運
営
、
仮
設

住
宅
の
建
設
場
所
、
遺
体
の

検
案
・
安
置
・
埋
葬
場
所
の

取
組
み
を
聞
く
。

総
務
課
長　

町
内
17
ヶ
所
の

内
、
甲
浦
小
学
校
及
び
野
根

地
区
防
災
活
動
拠
点
施
設
の

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

完
成
す
る
予
定
で
、
残
り
15

施
設
は
、
31
年
度
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　

仮
設
住
宅
の
建
設
場
所

は
、
応
急
機
能
配
置
計
画
で

は
、
生
見
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺

な
ど
を
適
地
と
し
て
い
る
。

　

遺
体
の
検
案
・
安
置
所
は
、

適
地
が
な
く
、
候
補
地
の
選

定
な
ど
を
進
め
た
い
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全

世
帯
に
配
布
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
に
完
成
し
た
防
災

施
設
を
掲
載
し
た
新
た
な
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
考
え
は
な

い
か
聞
く
。

総
務
課
長　

25
年
２
月
に
作

成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
被
害
の
予
測
、
避
難
経

路
及
び
避
難
場
所
の
情
報
が

図
示
さ
れ
て
お
り
、
人
命
を

最
優
先
す
る
避
難
対
策
と
し

て
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

　

マ
ッ
プ
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
県
な
ど
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
時
期
を
見
定
め
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

問　

食
糧
、
水
の
分
散
、
備

蓄
の
取
組
み
を
聞
く
。

総
務
課
長　

津
波
か
ら
命
を

守
る
対
策
を
最
優
先
し
、
避

難
場
所
、
避
難
路
整
備
、
防

災
資
機
材
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　

食
糧
や
水
の
分
散
、
備
蓄

は
、
命
を
つ
な
ぐ
対
策
と
し

て
、
自
主
防
災
組
織
と
も
協

議
し
、
実
現
に
向
け
取
組
み

た
い
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

増
員
し
、
町
内
で
企
業
支
援

及
び
実
施
に
つ
い
て
の
取
組

み
を
聞
く
。

産
業
建
設
課
長　

観
光
振
興

と
海
の
駅
で
各
１
名
を
募
集

す
る
な
か
、
昨
年
、
高
知
暮

ら
し
フ
ェ
ア
大
阪
会
場
で
２

回
、
東
京
会
場
で
１
回
、
ま

た
、
高
知
ふ
る
さ
と
応
援
隊

募
集
相
談
会
１
回
、
募
集
活

動
を
行
っ
た
が
応
募
が
な
く
、

今
年
２
月
に
、
２
名
の
応
募

が
あ
り
１
名
採
用
し
た
が
辞

退
さ
れ
て
い
る
た
め
、
協
力

隊
の
企
業
支
援
の
検
討
に
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
議
員
諸
氏
の
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

議
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、
こ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の

引
き
締
ま
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委

員

長　

平
山　

照
生

副
委
員
長　

武
山　

裕
一

委　
　

員　

今
宮　

裕
明

委　
　

員　

小
野　

正
路

委　
　

員　

福
島　
　

登

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長　

小
松　
　

熈

副
委
員
長　

髙
畠　

俊
彦

委　
　

員　

田
島
毅
三
夫

委　
　

員　

西
岡　

尚
宏

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長　

髙
畠　

俊
彦

副
委
員
長　

福
島　
　

登

委　
　

員　

今
宮　

裕
明

委　
　

員　

小
野　

正
路

委　
　

員　

平
山　

照
生

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長　

福
島　
　

登

副
委
員
長　

平
山　

照
生

委　
　

員　

今
宮　

裕
明

委　
　

員　

小
松　
　

熈

委　
　

員　

西
岡　

尚
宏

①今
いま

宮
みや

　裕
ひろ

明
あき

②議員

③６回

④無所属

⑤67歳

①田
た

島
しま

　毅
き

三
さ

夫
お

②議員

③８回

④無所属

⑤70歳

第36代議長　西
にし

岡
おか

　尚
なお

宏
ひろ

②県町村議会議長会理事、

芸東衛生組合議会議長、

安芸広域市町村圏事務組

合議会議員、安芸広域市

町村圏特別養護老人ホー

ム組合議会議員

③３回

④無所属

⑤60歳

①小
お

野
の

　正
まさ

路
みち

②議員、芸東衛生

組合議会議員

③５回

④無所属

⑤72歳

①髙
たかばたけ

畠　俊
とし

彦
ひこ

②議員、芸東衛生

組合議会議員

③３回

④無所属

⑤66歳

①武
たけ

山
やま

　裕
ゆう

一
いち

②議員

③４回

④無所属

⑤54歳

①平
ひら

山
やま

　照
てる

生
お

②議員

③３回

④無所属

⑤66歳

①小
こ

松
まつ

　熈
ひろむ

②議員

③３回

④無所属

⑤73歳

①福
ふく

島
しま

　登
のぼる

②副議長、芸東衛

生組合議会議員、

議会選出監査委

員

③３回　④無所属

⑤58歳

　

も
と
よ
り
不
肖
の
身
を
自
覚
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、
皆
様
の
期

待
に
応
え
て
い
け
る
か
ど
う
か
不
安
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
、
公
正
、
公
平
を
旨
と
し
た
円
満
で
活
発
な
議
会
運

営
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
議
会
を
円
滑
に
運
営

し
、
遂
行
し
て
い
く
に
は
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
も
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
洋
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
に
厳
し
く
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
期
待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
そ

の
責
任
も
一
段
と
重
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

執
行
機
関
も
議
会
議
員
も
共
通
の
幅
広
い
正
確
な
情
報
を
も
っ

て
、
議
会
は
町
民
の
た
め
に
審
議
し
、
決
定
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
重
ね
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第16期　東洋町議会の議員紹介（任期　平成30年１月30日から４年間）

議員定数　９名

　①議員名

　②役職

　③当選回数

　④党派

　⑤年齢

（H30.1.30 現在）


